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泌
尿
器
科
が
担
当
す
る
泌
尿
器
が
ん
と
し
て
、
副

腎
が
ん
、
腎
が
ん
、
尿
管
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
、
精
巣
が
ん
な
ど
が
対
象
疾
患
と
な
り
ま
す

（
図
１
）
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
泌
尿
器

が
ん
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

        

 

膀
胱
が
ん
（
図
２
）
は
５
０
歳
以
上
の
人
に
好
発

す
る
、
膀
胱
か
ら
発
生
す
る
尿
路
上
皮
が
ん
で
す
。

リ
ス
ク
因
子
は
喫
煙
な
ど
で
、
主
な
症
状
は
、
目
で

み
て
わ
か
る
痛
み
の
な
い
血
尿
や
膀
胱
炎
の
よ
う
な

症
状
（
頻
尿
・
排
尿
時
痛
）
で
す
。 

内
視
鏡
に
よ
る
経
尿
道
的
膀
胱
腫
瘍
切
除
術
（
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
：
図
２
）
に
て
診
断
さ
れ
た
膀
胱
が
ん
は
、

そ
の
悪
性
度
（
分
化
度
）
と
深
達
度
（
組
織
学
的
進

行
具
合
）
に
応
じ
て
治
療
法
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。

７
０
〜
８
０
％
は
筋
層
非
浸
潤
性
膀
胱
が
ん
で
膀
胱

の
温
存
が
可
能
で
あ
り
、
再
発
の
危
険
の
高
い
場
合

に
は
繰
り
返
し
の
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ｔ
や
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
抗
が

ん
剤
に
よ
る
膀
胱
内
注
入
療
法
に
よ
り
再
発
の
予
防

を
行
っ
て
い
ま
す
。
筋
層
浸
潤
性
膀
胱
が
ん
の
場
合

は
じ
め
に 

膀
胱
が
ん 

図２  膀胱がん 

膀胱がん 

経尿道的膀胱腫
瘍切除術 
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こんな症状ありませんか？  
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は
、
膀
胱
を
全
部
摘
出
す
る
膀
胱
全
摘
除
術
と
膀
胱

の
代
わ
り
に
な
る
尿
路
を
再
建
す
る
尿
路
変
向
術
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
膀
胱
を
残
す
試
み
と
し
て
、

抗
が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療
法
、
放
射
線
療
法
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

転
移
性
膀
胱
が
ん
に
対
し
て
は
全
身
化
学
療
法

を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
維
持
療
法
や
２
次
治
療
と
し

て
積
極
的
に
抗
Ｐ
Ｄ
―
Ｌ
１
抗
体
や
、
抗
Ｐ
Ｄ
―
１

抗
体
に
よ
る
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
を
用

い
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
転
移
巣
の
消
失
（
完

治
）
や
長
期
治
療
効
果
持
続
症
例
を
認
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
治
療
効
果
が
限
ら
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
治
療
法
の
選
択
が
重
要
で
す
（
山
本
義
明 

日

本
臨
牀 

２
０
２
１
年
１
月
号
）
。 

 

 

腎
盂
か
ら
発
生
す
る
尿
路
上
皮
が
ん
が
腎
盂
が

ん
で
、
尿
管
か
ら
発
生
す
る
尿
路
上
皮
が
ん
が
尿
管

が
ん
で
す
（
図
３
）
。
尿
管
が
ん
は
水
腎
症
を
伴
い
、

腎
盂
・
尿
管
が
ん
の
症
状
と
し
て
は
肉
眼
的
血
尿
が

多
く
、
リ
ス
ク
因
子
は
膀
胱
が
ん
と
同
様
で
す
。 

治
療
法
と
し
て
は
、
腹
腔
鏡
を
用
い
た
腎
尿
管
全

摘
除
術
（
図
３
）
を
標
準
治
療
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
転
移
性
の
場
合
は
膀
胱
が
ん
の
場
合
と
同
様
の

治
療
を
行
い
ま
す
。 

  

 

腎
臓
に
発
生
す
る
腎
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
の

が
腎
細
胞
が
ん
で
、
腎
実
質
か
ら
発
生
し
ま
す
（
図

４
）
。
発
生
の
リ
ス
ク
因
子
と
し
て
は
、
肥
満
、
高
血

圧
、
喫
煙
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
以
前
は
肉
眼
的

血
尿
、
腹
部
腫
瘤
（
し
こ
り
）
、
腰
背
部
痛
を
自
覚
症

状
と
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

近
年
で
は
が
ん
検
診
の
普
及
に
伴
い
、
超
音
波
や
Ｃ

Ｔ
検
査
な
ど
で
偶
然
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

                 

腎
臓
に
限
局
し
た
腎
細
胞
が
ん
に
対
す
る
治
療

の
基
本
は
外
科
的
切
除
で
、
開
腹
手
術
の
頻
度
は
少

な
く
な
り
、
腹
腔
鏡
を
用
い
た
根
治
的
腎
摘
除
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
特
定
の
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
の
腹
腔
鏡
下
腎
部
分
切

除
術
や
凍
結
療
法
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

転
移
性
腎
細
胞
が
ん
に
対
し
て
は
、
腫
瘍
の
血
管

新
生
な
ど
を
治
療
標
的
と
し
た
分
子
標
的
薬
や
、
免

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
に
よ
る
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
１
次
治
療
か
ら
抗
Ｐ
Ｄ
―

１
抗
体
と
抗
Ｃ
Ｔ
Ｌ
Ａ
―
４
抗
体
と
の
複
合
免
疫
療

法
や
、
分
子
標
的
薬
と
抗
Ｐ
Ｄ
―
１
／
Ｌ
１
抗
体
と

の
複
合
免
疫
療
法
を
行
い
、
あ
る
特
定
の
患
者
さ
ん

に
は
長
期
間
治
療
効
果
の
持
続
を
認
め
て
い
ま
す

（
山
本
義
明 

日
本
臨
牀
２
０
２
１
年
４
月
号
）
。 

            

腎
盂
・
尿
管
が
ん 

腎
細
胞
が
ん 

図３  腎盂・尿管がん 

腎盂がん 

腎盂より発生  

尿管がん 

尿管より発生  

水腎症を伴う  

腎尿管全摘除術 

図４  腎がん 

腎細胞がん 

腎実質より発生  

腎盂がん 

腎盂より発生  
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前
立
腺
が
ん
は
中
高
年
男
性
に
多
く
認
め
、
２
０

２
０
年
に
は
肺
が
ん
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い
男
性

の
が
ん
と
な
り
、
死
亡
率
も
２
０
０
０
年
の
２
．
８

倍
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

前
立
腺
が
ん
は
前
立
腺
肥
大
症
と
異
な
り
、
前
立

腺
の
辺
縁
域
に
発
生
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、
初
期

に
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
く
（
図
５
）
、
腫
瘍
マ
ー
カ

ー
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
上
昇
の
み
を
認

め
、
排
尿
障
害
な
ど
の
自
覚
症
状
を
認
め
た
場
合
は

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
さ
ら
に
進
行
し
、

骨
に
転
移
す
る
と
、「
腰
部
痛
」
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。 

Ｐ
Ｓ
Ａ
が
高
値
の
場
合
、
多
く
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の

後
、
前
立
腺
生
検
に
よ
っ
て
前
立
腺
が
ん
が
診
断
さ

れ
、
そ
の
後
、
Ｃ
Ｔ
や
骨
シ
ン
チ
に
よ
る
画
像
検
査

に
て
限
局
性
か
、
局
所
進
行
性
か
、
転
移
性
か
に
診

断
さ
れ
ま
す
。
治
療
法
は
放
射
線
治
療
、
外
科
的
治

療
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
監
視
療
法
、
薬
物
療
法
に
大
別
で
き
ま

す
。 限

局
性
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療
は
、

前
立
腺
内
に
放
射
線
を
出
す
小
さ
な
針
を
埋
め
込
む

密
封
小
線
源
埋
め
込
み
治
療
と
、
前
立
腺
の
外
か
ら

放
射
線
を
照
射
す
る
外
照
射
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
外

科
的
治
療
と
し
て
は
、
前
立
腺
を
手
術
で
取
っ
て
し

ま
う
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
の
内
視
鏡
手
術
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
悪
性
度
の
高
く
な
い
限
ら
れ
た
患

者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
治
療
せ
ず
に
定
期
的
な
検
査

を
お
こ
な
う
Ｐ
Ｓ
Ａ
監
視
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

薬
物
療
法
と
し
て
、
前
立
腺
が
ん
の
栄
養
源
で
あ

る
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
遮
断
す
る
ホ
ル
モ
ン
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
従
来
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
で
再
燃
し
て

き
た
状
態
を
去
勢
抵
抗
性
前
立
腺
が
ん
と
言
い
、
特

定
の
去
勢
抵
抗
性
や
転
移
性
前
立
腺
が
ん
の
患
者
さ

ん
に
対
し
て
は
、
新
規
ホ
ル
モ
ン
治
療
薬
、
ま
た
、

化
学
療
法
と
し
て
ド
セ
タ
キ
セ
ル
や
、
新
規
の
タ
キ

サ
ン
系
抗
が
ん
剤
と
し
て
カ
バ
ジ
タ
キ
セ
ル
を
使
用

し
て
い
ま
す
。 

 

 

泌
尿
器
が
ん
に
対
す
る
治
療
法

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の

年
齢
、
病
気
の
進
み
具
合
、
生
活
環

境
を
考
慮
し
、
患
者
さ
ん
と
一
緒
に

治
療
法
を
考
え
ま
す
。
泌
尿
器
が
ん

の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
泌
尿
器
科

専
門
医
の
診
察
を
受
け
て
頂
く
よ

う
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

          

前
立
腺
が
ん 

図５  前立腺がん 

前立腺 
肥大症 

移行域に発生して尿道や
膀胱を圧迫⇒排尿障害 

残尿 

内線 
（移行域）が 
肥大 

前立腺肥大症 

前立腺 

前立腺がん 

主に外線 
（辺縁域）に 
発生 

前立腺がん 

最
後
に 
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